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「男性学」と「進化心理学」
―「男性学」に「進化心理学」的発想を導入する際の覚書―
































































































































































































































































































































































































Gilmore, D. D.,２００１, Misogyny : The Male Malady, University of Pennsylvania Press.
本田和子 ２００７『子どもが忌避される時代―なぜ子どもは生まれにくくなったのか』 新曜社
ジョーンズ、スティーヴ ２００４『Yの真実』 化学同人
MacKinnon, K.,１９９０, Misogyny in the Movies, Associated University Press.
NHKスペシャル取材班 ２００９a『だから、男と女はすれ違う』 ダイヤモンド社








ソーンヒル、R. G. パーマー ２００６『人はなぜレイプするのか―進化生物学が解き明かす』 青灯社
タイガー、L. １９７６『男性社会』 創元社
Tiger, Lionel.２００５, Men in Groups. With a new introduction by the author , Transaction Publishers.
内田 樹 ２００３「アメリカン・ミソジニー」『映画の構造分析』晶文社 所収
上野千鶴子 ２０１０『女ぎらい』 紀伊國屋書店
（） 論述の都合上、先ず用語を定義しておきたい。少なくとも以下の説明では、生物としての雄を「男性」、
文化的・社会的存在としては「男」として一貫させた。生物学的な意味（sex）と社会・文化的な意味（gen-
der）を区別しておく必要が今回の議論にはあるからである。ただ、セックスとジェンダーが概念的に区
別できるかという疑問は女性学／ジェンダー論の側にもある。（たとえば「間性（intersex）」の人たちを
男性、女性いずれかの性別として「戸籍登録」すること自体、文化的（あるいは政治的）振り分けである
と理解することができる。この場合その子の登録されたセックスは文化・社会的なジェンダーとみなさざ
るを得ない。）本稿の議論もそこに関係するであろう以上、あくまで暫定的な区別である。しかし既存の
用語が筆者のこれらの用語と齟齬を来すことがある。たとえば「男性学」や「男らしさ」のような例であ
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る。「男性学」といっても生物としての男性の研究を主として行っているわけではない。まさに社会的存
在としての（筆者の用語法でいえば）「男」の研究をしているのである。だからこそ「男らしさ」が大き
な課題になるのである。しかしながら、その「男らしさ」の中にも「男性ホルモン」で支配されているよ
うな行動（ダブス他２００１）や（身体の）表現型（たとえば髭の濃さなど）も含んでイメージされている場
合も少なからずある。筆者の用語法にもかかわらず、慣用的に定まったもの、他の著者固有の用語法など
は、必要に応じてカギ括弧に入れるなどして表示する。
（） 人類学者だけではなく、ジャーナリストもたとえば欧米の大学での男子結社である「フラターニティ」
を調査して報告している。イェール大学の、ブッシュ大統領父子も属したクラブについてロビンス（２００４）
が書いている。
（） 福岡２００８が興味深い物語として読めるが、簡にして要を得た表現は同じ福岡が翻訳したジョーンズ
２００４の「訳者あとがき」にある。彼は「この世の中には、なぜ二つの性が存在しているのだろうか。生物
学的にみれば、その答えは極めて明白かつシンプルである。女性たちが自らの遺伝子情報を交換するため
に、その橋渡し役として男性を作り出したのである。つまり女性こそが生物本来の性であり、男性は単な
る使い走りでしかない。」と p．３２０で述べている。
（） しかし、この論理をそのまま表現したような神話が北アメリカ先住民にある。セックス目当てに男は
狩りをしているのだという女のあからさまな態度に怒った男たちは、女たちと分かれて男たち（とベルダー
シュと普通いわれている「男でもない、女でもない」人たちと）だけで暮らし始める。もちろん最後は和
解して再び共に暮らすようにはなるのであるが。（藤崎２００７参照。）
（） 北米先住民のシャイアン族にはこういう慣習が報告されている。子の誕生後も男（父親）の影響は続
くと考えているようで、有限なエネルギーをその子のために注ぐかのように、一種のセリバシー（禁欲、
性の節制）を行う。藤崎２０１１（刊行予定）参照。
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